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BizHawkEye®/TetraBRiDGE®のご紹介

【2024年9月版】 © 2024 NTT DATA Japan Corporation

CUSTOMER CONFIDENTIAL

銀行取引の”おまとめ”で

経理の面倒を、スッキリと。

打たない支払い。

気づけば、ノーミス。
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請求書

サービスの全体像

✓ 【BizHawkEye】 複数の金融機関取引を、同一インターフェイスで操作可能とする新しいインターネットバンキングです
✓ 【TetraBRiDGE】請求書・支払管理と、BizHawkEyeの決済・口座管理を、１つにまとめたサービスです。

請求書連携＋決済・口座管理

決済・口座管理

照会

資金
集中
配分

発生記
録請求

電子債権
記録機関

本社

支社 支社

金融機関

金融機関

電子請求書サービス

郵送

メール/FAX

アナログ デジタル

ファイル連携

自動連携

請求書
管理

支払
管理

振込

CSVファイル その他
電子請求書サービス

2024年11月
新規連携開始！
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決済・口座管理
(BizHawkEye標準機能・TetraBRiDGE共通)

01
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銀行取引の“おまとめ”で面倒をスッキリ
✓複数の金融機関取引や口座管理を、同一インターフェイスで操作可能です。

✓そのため、１度ログインするだけで、登録したすべての口座の取引が可能であるほか、トークン・電子証明書の管理をまとめることができます。

つる銀行

支店で

会社で

つばめ銀行

すずめ銀行

管理者
（管理ユーザー）

社員B
（一般ユーザー）

社員A
（一般ユーザー）

自宅で 支社で

会社で

トークン・電子証明書もスッキリ
✓ トークン・電子証明書をまとめることができま

す

Point!

残高確認・振込も同じ画面で
✓ 相手口座に合わせた支払口座を選択すれ

ば、振込手数料の削減に。

Point!

ログインは一度だけ
✓ 利用者は一つのログインID・パスワードで、

予め設定されたすべての金融機関の口座が
表示可能となります。

✓ 100ユーザまで利用可能です

Point!

電子証明書

ハードウェア
トークン
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ソフト管理が不要に
✓Webブラウザベースで提供され、インターネット環境があれば 仮想環境を含めたどの端末からでも ※1利用可能です。

✓アップデートなどのメンテナンス作業もなくなります。※2 ※3

※1 仮想環境でご利用の場合、ご契約前に接続試験にて事前の疎通確認が必須となります。

※2 ご利用の端末には電子証明書の設定が必須となります。

※3 電子証明書を設定するためには、アプリのインストールが必須となります。

WEBブラウザで利用するため

専用ソフトならではの課題から

解放されます！取得データはPC端末に格納されるので、

情報の共有やテレワークでの活用が難し

い上、故障に備えて情報バックアップや予

備機も必要。
情報共有が
難しい

EB専用ソフトは、インストールやバージョン

アップなど保守の手間がかかる。保守の手間

EB専用ソフトでは、ソフトをダウンロードし

た特定のPCからのみ作業が可能。

利用拠点が固定化されるため、利用場

所や利用PCに制限がある。
限られた
利用拠点

EB専用ソフトとの比較はこちら
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強力なセキュリティ

✓サービス利用や送金処理時、電子証明書による端末認証に加え、二次元コードを用いたトランザクション認証を採用。NTTデータの提供する

認証サービス「VALUX」を用いて、なりすまし、不正送金を防ぎます。

セキュリティ機能 内 容

クライアント証明書 日本国内のほぼすべての金融機関が採用し確かな実績のある「VALUXサービス」のクライアント証明書を利用。

トランザクション認証

専用ハードトークンを使用しユーザ端末の「乗っ取り」や、WEBブラウザを改ざんし不正に取引を実行させる

「なりすまし」への対策。
※トランザクション認証の対象取引は、P44をご参照ください。

振込限度額設定 企業毎に1日の累積限度額、利用者毎に1回の取引限度額の設定が可能。

多彩な権限設定
ユーザー毎に振込等の操作自体や上限金額、承認フローなど様々な局面に対して権限設定が可能。

また、利用可能口座をユーザ毎に制限できる。

上記の他、ソフトウェアキーボードの搭載や、取引時のメール通知（取引の受付や処理結果等メール通知）等、多数のセキュリティ対策を行っています。

トランザクション認証とは

取引を元に生成された二次元コードを、「ハー

ドウェアトークン」で読み込むことで、取引内容

の改ざんを検知することが可能です。
ハードウェア

トークン

取引内容を表示
（金額や件数等）

取引内容が

正しいか確認

Point!
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ワークフローを標準搭載

✓送金の申請・承認など、これまで別のシステムや紙を利用するしかなかった「ワークフロー」機能を標準で搭載。

✓複数の承認者を設定でき、誰が承認したのか・誰が送金したのかを１つのシステム内で管理できます。

※照合手続きの要否や照合方式は金融機関により異なります。

（照合には、BizHawkEye画面から行う照合方式の他、FAX送付方式などがあります。）

※AnserDATAPORTの一部の機能（加入者センタテスト機能）を利用した試験では、依頼データに基づく照合ファイルが作成されず、照合情報一覧に表示されません。

取引内容の確認/承認/照合も

BizHawkEye上で完結※します

振込振替

依 頼

承 認

完 了

データ伝送（総合振込等）

依頼（ファイル受付）

承 認

照 合

完 了

※

Point!
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スケジュール予約も搭載

✓残高や入出金明細の取得を、定期的に実行するスケジュール機能を搭載。情報取得のひと手間を省き、必要なタイミングで、

必要な情報がそろう環境を実現します。

残高照会[ANSER]、取引照会[ANSER]、明細照会

[全銀]、資金集中・配分のスケジュール実行に対応。

PCを立ち上げる必要もございません。

トップページから、予約内容を確認可能。

スケジュール機能搭載

※1 保存期間は70日間の制限がございます。 ※2 一度ダウンロードしたデータは自動ダウンロードの対象外となります。

スケジュール実行日時の登録
• 日次、週次、月次、指定日パターンから選択

• 土日祝の実行可否も選択可能

取得したデータは任意のタイミング※1でBizHawkEye上から手動で

ダウンロード可能。また、別途アプリ（明細自動ダウンロードアプリ）

をインストールしていただくことで自動でダウンロード可能 ※2

対象：取引照会[ANSER]、明細照会[全銀]

Point!
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ダウンロード先フォルダ

利用者

明細自動ダウンロードアプリのインストール※1

Windowsタスクスケジューラ設定※2

※1 BizHawkEyeへのログイン情報、ファイルダウンロード条件を登録します。

※2 手動で実行する場合は当工程は不要です。

Windowsタスクスケジューラの実行はPCを立ち上げる必要がございます。

明細自動ダウンロードアプリの設定内容に基づきダウンロード先フォルダへ

取得データを自動取得！！

明細自動ダウンロードアプリのダウンロード

明細自動ダウンロードアプリの実行

明細自動ダウンロードアプリ（利用イメージ図）参 考
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資金集中・配分

✓BizHawkEyeの資金集中配分は、Webブラウザから「支社口座の資金を本社に移動する（集中）」

✓「本社口座の資金を支社に分ける（配分）」といった資金管理を簡単に実行できます。

BizHawkEye導入後

「グループ全体の資金状況を見える化」
正確に把握でき、資金の有効活用が可能に！

「本社での一元管理」

各支社・営業所ごとの資金管理が不要に！

「迅速な資金融通が可能」

本社での一括調達＋配分機能の利用で、外部借入に伴
う有利子負債の低減も！

親会社
（資金の統括会社）

借入返済

導入前

グループ全体での資金状況の把握に時

間がかかる

各支社・営業所ごとに資金調達や運用

をしないといけない

各支社・営業所からの本社への送金が

毎回大変…

コスト面やメンテナンス面の考

慮すると、もうひとつ資金集中

ソフトを導入するのは厳しい…

事業投資

資金集中

資金配分
グループ会社（資金不足）

グループ会社（資金余剰）

資金繰り情報 親会社による一括調達

新規事業

取引銀行
資金の
有効活用
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請求書連携・マルチ決済
(TetraBRiDGEのみ)

02



© 2024 NTT DATA Japan Corporation 13

請求書データを自動連携

✓ インフォマート社「BtoBプラットフォーム 請求書」、Sansan社「Bill One」からの請求書を自動連携し、
取り込んだ請求書を一元管理できます。

CSVファイルの手動アップロード

にも対応
「BtoBプラットフォーム請求書」

「Bill One」

からの請求書を自動連携

登録した請求書を一元管理
Point!

Point!
Point!

Bill One

Bill One
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請求書の集約・管理

✓ トップページで請求書の決済状況が一目で確認できます。

月別の請求書件数・請求金額合計をトップページで確認

請求書情報もダウンロード可能
未決済の請求書も決済済みの請求書も

ワンクリックでかんたん遷移可能

Point!

Point!
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決済方法の選択・設定

✓ 決済方法は、振込のほかに、電子記録債権をかんたんに選択・設定できます。

選択した請求書に対し、決済方法を

ワンクリックで設定可能

（複数の請求書をまとめて選択も可）

取引先ごとの振込元・振込先の口座を

ファイルでマスタ登録可能（手入力も可）

取引の都度入力不要（決済時に修正も可）

Point! Point!

Bill One

Bill One
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支払条件管理

✓ 様々な支払条件の管理ができます
→A社宛支払合計額が、5百万円超の場合は全額「でんさい」、それ以下は「振込」
→定例先は、請求書締め日の翌月末に支払条件設定をするなど

金額に応じた「支払方法を」管理 締め日に応じた支払条件の設定
Point! Point!

でんさい

振込
A社宛 請求書合計

500万円超

500万円以下

請求書締め日
期日で支払

締め日の翌月末で支払い

非定例先は、

定例先は、
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ご契約・ご利用料金等について

03
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ご契約スキーム

各金融機関

EBサービスのご契約はお取引される金融機関ごとに必要です。

インターネット
※VALUXは、金融取引

用のセキュアな回線接続

サービスです。

✓ 「TetraBRiDGE」および「BizHawkEye」は、NTTデータが企業様に直接ご提供するサービスとなっています。

✓ ご利用にはNTTデータとの以下のご契約に加え、金融機関とのEBサービスに関するご契約が必要です。

ご利用企業様

電子証明書 ハードウェア
トークン

BANK

BANK

BANK

BizHawkEye契約

VALUX契約※

EBサービス契約

TetraBRiDGE契約
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ご利用料金について
✓ ご希望に応じて別途お見積りをいたします

区分 料金項目
初期費用

（単位：円／税込）

月額費用

（単位：円／税込）

初期費用

（単位：円／税込）

月額費用

（単位：円／税込）
課金単位

TetraBRiDGE

基本料金 0 12,980 接続ID

従量課金
※請求書1,000枚を超

える場合は、
別途ご相談ください。

0 0
請求書枚数

（～100枚）

0 110
請求書枚数

（101枚～）

BizHawkEye
標準機能 33,000 4,400 33,000 → 0 4,400 接続ID

資金集中配分機能 55,000 5,500 55,000 → 0 5,500 接続ID

VALUX

基本利用料 11,000 5,500 11,000  → 0 5,500 接続ID 

コンテンツ

アクセス料

ANSER-SPC 

（VALUX）
0 550 0 550 接続ID 

ANSER-HT 

（VALUX）
0 550 0 550 接続ID 

全銀ﾌｧｲﾙ伝送

（VALUX）
0 550 0 550 接続ID 

証明書利用料 1,100 220 1,100 → 0 220 証明書枚数

トランザクション認証料 1,100 550 1,100 → 0 550 トークン台数

合計 - 46,200~ 11,220~ 0 30,800~ -

※2024年11月1日以降の料金表になります。
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株式会社カンエツ様

新潟県本社の小売業で、日本海側を中
心に1道8県に事業所を展開。

建設現場などで使用するツールの「販売」と
レンタル、また、安全施設やイベント会場な
どの設置・撤去といった「工事施工」も手掛
ける。

導入前

導入後

月1,500件に及ぶ請求書の支払業務がほぼゼロに！
ストレスフリーな経理を実現し、経理DXが加速

請求書月1,500件にかかる手作業が一掃。
請求書の電子化とTetraBRiDGE®の相乗効果で
一気にストレスフリーに。
チームにゆとりが生まれ、さらなるDX化へ邁進。

毎月届く請求書は延べ1,500件。
業務は15人のスタッフで対応。
膨大な請求書の処理から支払いまで、
ミスの許されない業務の連続が現場の大きな負担に。

※詳細は以下、TetraBRiDGEのHPをご覧ください
https://tetrabridge.ne.jp/case01

TetraBRiDGE導入事例参 考

https://tetrabridge.ne.jp/case01/



